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公益社団法人精華町シルバー人材センター広報誌　 平成26年1月1日発行　第37号

　　理事長あいさつ

新しい年を迎えて    理事長　川野武豊

　　新年のあいさつ

新年明けましておめでとう

ございます。本年の会員及び

ご家族様方の平穏無事を願っ

ています。 

昨年は精華町シルバー人材

センター設立１１年目に「大

幅な役員改選」を行い人事の刷新を図った事。そして、

全国シルバー人材センター事業協会より「安全就業優

良センター」として全国表彰を受けた事。これは精華

町シルバー人材センターの歴史に刻まれる出来事で

す。 

 

また、全国シルバー人材センターに於いては補助金

の削減等により弱体化している全国シルバー人材セ

ンターの応援団として、自由民主党の「シルバー人材

センター活性化議員連盟」が発足された事。そして、

補助金の使用目的を運営費から事業費に一部移行す

る制度変更がなされた事など、大きな変化が見られ、

精華町シルバー及び全国シルバーともに、今年はこの

厳しいシルバー事業に明るい光が差すのでは！の期

待が膨らむところです。 

 

昨年度の当センターの業績は契約金額（４月～１１

月）９０百万円で前年度対比１００％強と横ばいの成

績ですが、シルバー事業の現況から判断して評価でき

る結果だと思います。今年度に付きましては消費税の

アップなど色々と変化の年で、世間一般では様々な影

響が予想されます。当シルバーとしてはその動向を注

視しながら対応策を講じます。 

 

平成２４年度に公益法人となって地域社会に役立

つ事が求められている今、進む高齢化社会・少子化時

代に対応すべきシルバーの役割は大変重要になりま

す。現在、昨年選出された役員のもと新体制で時代に

即応した課題に取り組み、その解決に取り組んでいま

す。基本的には「就業機会の拡大」・「職域範囲の拡

大」・「多様化する職種に対応できる人材確保」を課題

として目標達成に向かって、頑張って行きますので、

会員の皆様そして役職員のご協力とご支援をお願い

致します。
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